
遷喬地区まちづくり協議会 

地域コミュニティ計画  『遷喬地区コミュニティ計画』 
 策定時期  平成 22 年 3 月 29 日（令和 6 年 4 月 1 日 第 14 期計画 改訂） 

 支援宣言  平成 22 年 6 月 2 日 

 目  標   遷喬地区まちづくり協議会・三部会の各事業に、地区住民のお年寄りから子どもまで参加し、 

        ふれあいの中から元気で明るく笑顔のあふれるにぎわいのあるまちづくりに取り組む。 

 地域の課題  

遷喬地区は高齢化率が高く、今後もさらに高まることが予想されています。年金支給開始年齢が引き上げられることに伴い、

60 歳を超え 70 歳近くまで働く人が増えたこともあって、町内会や地域の各種団体の役員の選任が困難な状況となっていま

す。また、まちづくり協議会や公民館などの行事への参加者数が減少し、参加者が固定化する傾向にあります。 

さらに、マンションやアパート世帯の町内会への加入率は依然として低い上に、町内会から脱会する世帯もあることから、住民

間のつながりが希薄になる傾向にあります。 

 主な活動内容 

 遷喬地区の課題は、「高齢者対策」「少子化対策」「まちのにぎわい対策」であり、この課題を三つの部会で整理しながら、事業

計画を各部が策定して取り組んでいます。 

〇お年寄りにやさしいまちづくり部（部員７名） 

お年寄りに配慮し、会話と見聞の楽しめる「まち中歩き事業」を年５回取り組みます。 

〇子どもにやさしいまちづくり部（部員１０名） 

子どもと地区住民が実際にふれあうために、小学校児童の登校時に「あいさつ運動事業」を展開し、地区の大人と子どもたちと

の関わり合いを強めることに取り組みます。（年２５日間） 

〇にぎわいのあるまちづくり部（部員１1 名） 

サマーフェスティバル等の交流イベント、「遷喬地区 味めぐり（スタンプラリー）」、さらに今年度からは「健康スポーツ大会」を開

催し、「遷喬地区にぎわいの創出事業」を継続して取り組みます。 

〇三部会の広報担当（各１～２名） 「遷喬まちづくり通信」を編集・発行します。 

 今後の計画  

○お年寄りにやさしいまちづくり部は、まち中から市の郊外、他地区とのふれあい交流をするために、マイカーとバス利用も取り入

れ、行動範囲を拡げ、目的地のガイドを地元の講師にお願いする内容と、くつろぎのある事業に取り組みます。 

○子どもにやさしいまちづくり部は、朝のあいさつを中心に、地区の児童だけではなく、通勤・通学の方々にも声を掛け、笑顔あ

ふれる明るいまちづくり事業に取り組みます。 

○にぎわいのあるまちづくり部は、今年も地区の男女に呼びかけ、７月に「サマーフェスティバル遷喬（夏まつり）」を、９月に「お

月見会（芋煮会）」を実施します。また、新しい取り組みとして６月に「健康スポーツ大会」で高齢者と児童の交流を図りま

す。さらに食のイベントとして遷喬地区 味めぐり（スタンプラリー）を継続して取り組みます。 

○広報担当は、年２回のまちづくり通信の発行を目標に、事業参加者の顔が見える編集に取り組みます。 

会 ⾧ 橋尾 泰博 所在地 鳥取市本町一丁目 109 

事務局⾧ 中島 憲啓 TEL/FAX 0857-27-8562 / 0857-27-8566 

設立年月日 平成 21 年 9 月 29 日 Mail cc-senkyo@it.city.tottori.tottori.jp 

世 帯 数 656 世帯 HP http://chiiki.city.tottori.tottori.jp/senkyo-1 

組織構成 お年寄りにやさしいまちづくり部、子どもにやさしいまちづくり部、にぎわいのあるまちづくり部 

遷喬地区 


